
２節 積分法の応用 

 

A 問題 
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 ⑴ 求める面積は右図の斜線部分だから  ⑵ 求める面積は右図の斜線部分だから 
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 ⑴ 求める面積は右図の斜線部分だから 

    

 

 

 

 

 

 ⑵    1 2y x x   より 

   求める面積は右の斜線部分だから 
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  別解  教科書 p.135 練習 30 の積分計算を使うと 

 ⑴  

 

 

 

 ⑵  

 

 

 

  

 

3
41

3
11

3
1

3
1

1

1

1

3

1

1

2







 






 





 







xx

dxxS

 

3
4618

3
80

9
3
1

9

0

2

3

0

2

2







 





 







xx

dxxS 

3
163

3
7

3
3
16

3
8

3
3
1

3

2

1

3

2

1

2









 






 





 

 

xx

dxxS

     

 

1 1
2

1 1

3

1 1 1

1 1 4
6 3

x dx x x dx
 

    


 

 

     

 

2 2
2

1 1

3

2 1 2

2 1 9
6 2

x x dx x x dx
 

     


 

 



 ⑶    3 4 2 2y x x x x x     より 

   求める面積は右の斜線部分だから 
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 ⑷    2 1y x x x   より 

   求める面積は右の斜線部分だから 
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 ⑴ 求める面積は下の斜線部分だから 

    

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 交点の x 座標は 

    3 0 , 3 log 3x xe e x   より  

   求める面積は下の斜線部分だから 
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 ⑶ 求める面積は下の斜線部分だから 
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 ⑷ 求める面積は下の斜線部分だから 
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 ⑴ 交点の x 座標は 
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 ⑵ 交点の x 座標は 

   

2 2 22 2 2 2 1 3 3

1

x x x x x

x

      

  

より
 

   求める面積は下の斜線部分だから 
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 ⑶ 交点の x 座標は 

   21 , 4 0 , 4
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x x x x x  より  

   求める面積は下の斜線部分だから 
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 ⑷ 交点の x 座標は 
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   求める面積は下図の斜線部分だから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑸ 交点の x 座標は 
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   求める面積は下図の斜線部分だから 
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 ⑴ 求める面積は下図の斜線部分だから  ⑵  交点の y 座標は 

     2 1 1 1 0 0 , 1y y y y y      より  

    求める面積は下図の斜線部分だから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ logxy e x y は   ⑷ 求める面積は下図の斜線部分だから 

   求める面積は下図の斜線部分だから  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2 0
2 2

0 2

2 0
3 3

0 1

1 1
3 3

8 1 3
3 3

S y dy y dy

y y


 

          

  

 

    
1

2

0

1
2 3

0

1 1

1 1
2 3

1
6

S y y dx

y y

   

    





   

2

1

2

1

2 2 2

log

log

2 1 1

e

e

S y dy

y y y

e e e



   

     



 

0

0

sin

cos

1 1 2

S y dy

y







   

   





187  

 

 

 

 

 

 

 

 

188 

  ⑴   ⑵  
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のとき となるから

接線の方程式は

求める面積は下図の斜線部分だから
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 ⑴ 
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 ⑴ 求める体積は下図の斜線部分だから  ⑵ 求める体積は下図の斜線部分だから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 求める体積は右図の斜線部分だから 
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 ⑴ 求める体積は下図の斜線部分だから ⑵ 求める体積は下図の斜線部分だから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶ 求める体積は下図の斜線部分だから ⑷ 求める体積は下図の斜線部分だから 
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 ⑷ logxy e x y より  
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 ⑴  

 

 

 

 

 

 
 ⑵ ⑴の不等式の等号は 0 , 1x  のときだけだから    
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逆数をとると

≦ ≦

となる。よって，示された。
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  等号が成り立つのは 1x k   のときだけだから 

   

 

 

1 1

2 2

1

2 2

1 1
1

1 1
1

k k

k k

k

k

dx dx
xk

dx
xk

 









 



すなわち  

   

1 1

2 2 2 2 2 2
11

2
1 1

2 2 2 2

1, 2 , 3 , , 1

1 1 1 1 1 1
2 3 4

1 1 1 1

1 1 1 1 1, 1
2 3 4

n k n

kk

nn

k n

dx dx
n x x

dx
x x n

n n

 



 

     

        

     

  









として，辺々加えると

右辺

よって

が成り立つ。
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  また求める面積は右図の斜線部分になるから 

  求める面積を S とすると 
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を通るためにはこれが点

②

はにおける接線の方程式①上の点
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    1 2y x x    

   求める面積は，右図の斜線部分だから 
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   求める面積は右図の斜線部分だから 
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 ⑴ グラフはともに原点に関して対称であり，   ⑵ 交点の x 座標は 

  交点の x 座標は     
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  切り口の断面積を  xS  とおくと 
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求める面積は下図の斜線部分

 2 1

0
2

1

00 0
3

11 1

0

1

1 0

0, 1

1

1
3

1 1 71
3 3

x x

x

x x

x

xe x x e x
e

x

S x xe dx
e

x xe e dx
e

e
e e e





 



   

  

    
 

          

 
      

 





より

求める面積は下図の斜線部分

32
0

2
1cos12cos2

coscos2

sinsin2

2

00

2
00





















aa

aa

xx

dxxdxx

a

a

より

 








8
32sin

2
1

8
3

2
2cos1

4
3

sin
4
3

sin
4
360sinsinsin

2
1

0

0

0

2

2





 











xx

dxx

dxxV

xxxxS

よって



202 

 ⑴    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

2

2

2

1 02 22

0 1

4 4 22 2

1 2

015
3 3

0 1

3

4 3

0

4 3 1 4 0

1, 4

4

2 4 3

3 4

82 16 3
5 3

3

y x y x

y

x

x x x x

x

y x y

V x dx x dx

x dx x dx

x x x x

x

 

 

 







  



    

  

 

   

  

           

 
 



 

 

 ①， ② のグラフは

下のようになり，①，②の の部分を

軸に対称に折り返して考える。

①，②の交点は

より

また， は 軸に関して対称だから

4 45
3

21

8 16 132
5 3
x x x        



 ⑵  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

8
3324sin

4
1

4sin
4
12sin

2
1

2

4cos1
2

4cos1
2

2cos1
2

2sin

2sinsin

,
3

32
1cos,0sin

01cos2sin2sinsin

0

2sinsin

22

3

3
2

3
2

3

2

3

3
2

3
2

3

2

3

2

3
2

23
2

3

2
































































 











 



 



























xx

xxxx

dxx

dxxdxx

dxx

dxxdxxV

x

xxx

xxxx

x

y

xyxy

より≦≦

より

①，②の交点は

考える。軸に対称に折り返して

の部分を②の下のようになり，

のグラフは②①， 
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   ここで， 2 2

0

a

a x dx  は原点を中心とし， 

   半径 a の円の
1
4
の面積を表すから， 2 2 2
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1
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a x dx a   
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曲線 は右図のようなアステロイド

と呼ばれる曲線である。
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 ⑴  ⑵  
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 ⑴ 
1logy x y
x

 より  
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y x t
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   

の方程式は

 

 

 

 ⑵ 求める面積は下図の斜線部分だから 
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   増減表は次のようになる。 
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et S tよって， のとき は最小になる。 
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   P , cos , cos sint t y x y x  とおくと より  

  P における接線の方程式は 

   
 

 

cos sin

sin sin cos

y t t x t

y t x t t t

   

   
 

  Q の x 座標は 0y  として 

    

 

 

 

 

 

  右図の斜線部分の図形 APR の面積は 

   
2 2cos sin 1 sin

tt
x dt t t

 

      

   （図形 APQ）：（図形 APR）= 1：2 だから 

   （図形 APR）= 2
3
△PQR 
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 ⑴ 楕円を x 軸のまわりに回転してできる ⑵  

  立体の体積を 1V ，円柱（半径 b，高さ 2a） 

  の体積を 2V とすると 
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 ⑴ 2 曲線の交点の x 座標は ⑵  
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